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別々の考え方、価値観をもって行動しだす個人化、あるいは個性化の時代へと移行した （16） 。 
 （16） 東浩紀はその要因として、とりわけ1990年代以降の価値観の多様化や多文化主義的な傾向をあげている。
東浩紀（2002 ― 2003） 
阪本俊生　監視社会化とプライバシー122



















人のことを、以前にも増して恐れはじめているというのだ （17） 。 
 3　プライバシーの本質はどこにあるのか 






































 （18） Gerety, T. (1977) 
 （19） Lessig, Lawrence.,（2006）訳p. 280。 
 （20） これに関する日本における経緯は井上眞理子（2018）を参照。 
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「監視批判」にはなっていないというのだ （33） 。 
 5　監視社会批判とプライバシー 





















ト主義あるいは選良主義的な自己満足に終わる危険性があるという別の批判もある。東浩紀（2002 ― 2003） 
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 （39） 野尻洋平（2012）p. 241および、阿部潔・成美弘至編（2006）pp. 23 ― 35、阿部潔（2014）p. 11、p. 195。 
 （40） 東浩紀（2002） 































可能性を示唆していた。Beck, Ulrich, Anthony Giddens and Scott Lash (1994) だが、鈴木はそれを否定し、朝田
佳尚の監視カメラ研究も、その可能性に疑問を抱かせるものとなっている。
 （43） Poster, Mark, (1990) 




























Wacks, R., (1980) 
 （46） これに関してウェスティンは、「プライバシーほど社会にとって基本的である価値で、社会理論において
定義されず、あるいは社会科学者による曖昧で混乱した著述をこうむってきたものはほとんどない」と述
べているWestin, A. F. (1967)。その後、ヤンガー委員会が開かれたが解決せず、このことは、その後何度も
指摘され、日本でも、1980年代には法学者のあいだで指摘されていた（例えば、平川宗信 (1986）、小林節（1987）































元する傾向」という指摘は、プライバシーのポリティクスにのみ当てはまる。Lyon, David,（2001）訳p. 16。 




























 7 ― 3　個人の尊厳と聖性、プライバシー 
 　個人の尊厳に関する議論として、社会学でもっとも有名なのは、エミル・デュルケムの人格
崇拝論であろう。彼は自らの宗教研究の成果から、近代社会において、個々人は聖化されるよ
 （49） 野尻洋平（2016） 
























礼的無関心（civil inattention）」があるとした （54） 。このように個人の聖化の断片は、ごくありふ
れた日常生活にも見られるというのだ。 
 （51） Durkheim, E. (1912) 







































































































 （57） Bauman, Zygmunt & David Lyon (2013) 
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